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第 1 回目としては,障害の考え

方についてです。もう皆さんご存

じの方もいらっしゃられるとは

思いますが，大切なことですので

確認だと思って読んでみてくだ

さい。 

 障害は，障害だ，健常だとはっ

きり区別されるものではなく，濃

淡である，ということです。 

 つまり，視力で例えると，どの

くらい低いと障害なのか？とい

うことになり，はっきりとした基

準はありません。 

 

これを｢こだわり｣におきかえてみると・・・ 

どのくらいこだわれば？何にこだわれば？ 

まったくこだわらないことが良い？ということになり， 

逆にこだわらない人はいないですし，全くこだわら 

ない人も心配ですよね。故に障害(特性)とは， 

有る無いではなく，濃淡であると言えるのです。 

 また，先ほどの視力の低い話で言えば 

メガネをかけたり，コンタクトにした場合は 

どうでしょう？視力の高い人と同じような生活を 

困ることなく送ることができます。 

その場合，メガネをかける前と後では，困りを感じる｢濃淡｣も変わります。メガネという環境次第では困りの濃

淡も変わってくるということです。 

                                      今回のまとめ 

                                 ・障害という困り感は，環境によって

濃くも淡くもなる。 

                                 ・障害とは，今の生活に対しての困り

の濃さ淡さである。環境が合わなけ

れば，困りが大きくなり，環境が良

くなれば困りが小さくなると言え

る。 

                                  ・まずは，環境を変えてみる。 

    参考出典  2015/7/25 北海道大学教授 安達潤  北海道立特別支援教育センター基調講演より  

インクルーシブ教育が進められている中，みなさんに特別支援教育についての正しい知識や考え方につ

いてお知らせするための通信です。不定期ではございますが，一読して頂けるとありがたいです。 
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